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1 はじめに 

本稿は、絵本の絵の造形性に関する研究と、保育

者養成校における絵本の絵を用いた授業実践を報告

するものである。

1-1 研究課題

大阪健康福祉短期大学 保育・幼児教育学科本学科

（以下、本学科）では、学生は 2 年間の学修の集大

成として卒業研究を行っている。2019 年度は、2 名

の学生が絵本の絵の研究をした。筆者は造形表現を

専門としていることから、学生の研究を指導した。

指導の中で、学生には絵の知識・理解が不足してい

ることに気づいた。本学科のカリキュラムでは、「保

育内容（言葉）」、「教材研究 A（絵本）」の学習を通

して絵本について学び、実習の中では読み聞かせを

実践している。どちらも言葉を中心とした学習であ

る。絵本は絵と言葉で成立する。言葉の学習だけで

は不十分である。大学の学習の中で絵本の絵を題材

として取り上げ、造形性について学ぶことが必要と

考えた。

2021 年度、「保育基礎ゼミⅠ」の講義の中で、専

任教員がそれぞれの専門性にもとづいた講義を行う

こととなり、筆者は、この機会に絵本の絵を題材と

する講義を行った。以下は、講義をするにあたり行

った絵本の造形性に着目した研究と、授業実践につ

いての報告である。

要約

保育・幼児教育において、絵本は言葉との関連が深く、読み聞かせに活用することが多い。その一方で、

絵について深く学ぶことはない。絵本の造形性の研究を踏まえて、保育者養成校の学生に対して授業を行

った。

絵本の絵には、本としての形式を活かした様々な造形的な特質がある。見開きをひとつの画面とするこ

とで、大きな画面の中で構図やレイアウトを工夫した表現や、画面の連続性を活かした表現も生まれた。

絵画作品とは異なる、多様な造形表現が、絵本の造形的な特質といえる。また、絵本を題材とした授業を

通して、次のことが明らかとなった。

1．学生の、絵本の絵に関する知識は少なかった。

2．ディスカッションを取り入れた授業とすることで、学生は絵本の多様な造形表現に気づき、関心を

深めることができた。

3．今後、絵本の造形性を研究課題として取り組むことが期待できる。 

キーワード： 絵本 造形性 授業実践
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1-2 保育と絵本 

保育の中での絵本の位置づけについて、保育所保

育指針の領域「表現」と関わる記述から述べる。 

 1 歳以上 3 歳未満児では、「保育士等の話や、生活

や遊びの中で出来事を通して、イメージを豊かにす

る」とある。１）具体的には、保育士等に絵本を読ん

でもらうことで、「現実の世界を絵本の中に見出した

り、絵本の世界を現実の世界で再現したりもし始め

る」ことにつながっていく２）。イメージする力を育

てるために絵本を活用している。 

 3 歳以上児では、「感じたことや考えたことを自分

なりに表現することを通して、豊かな感性や表現す

る力を養い、創造性を豊かにする」とある。３）生活

の中で環境と関わりながら、様々なことを感じ取り、

心を動かすことで、子どもは表現をするようになる。

そして、「音楽を聴いたり、絵本を見たり、つくった

り、かいたり、歌ったり、音楽や言葉などに合わせ

て身体を動かしたり、何かになったつもりなどして

楽しんだりする」ことにつながる。４）未満児に続き、

以上児でも子どもの心を育むために絵本を活用して

いる。 

 保育の中で、表現における絵本の位置づけは、そ

の活用を通して子どもの心を育むことといえる。 

 

1-3 子どもに適した絵本 

佐藤公代（2004）は発達・教育心理学の立場から、

絵本を親子のコミュニケーションの手段の一つとし

たうえで、「絵本を見ることによって、イメージ力は

高まり、その結果、知的にも情操的にも発達し、全

面発達した人間になればいうことはない」としてい

る。５）そして、幼児期に適した絵本として以下の特

徴をあげている。 

 未満児に適した絵本としては、子どもに身近な題

材を扱い、大きく明確に描かれ、視覚に刺激を与え

る原色を用い、繰り返し見る要素を含むことがよい

としている。以上児となると、子どもの日常生活と

関連付けながら、想像力を育んだり、登場人物の行

動や心情に関心をもったりする要素を含むことがよ

いとしている。形態は具象的で、色彩は原色から中

間色に移行し、描き方はより正確な描写に、構成の

すぐれた絵本が望ましいとしている。そして、発達

の個人差を考慮して、子どもの成長や発達に応じて、

適切な選択をすることを求めている。６） 

 佐藤は、挿絵注１）によって絵本理解は左右されると

している。絵本の絵について、造形的な視点から考

察する必要があるといえる。 

 

1-4 絵本を読む 

河野優子（2010）は、絵本を児童文化財と位置づ

け、絵本について次のように述べている。「子どもと

絵本の出会いは、子どもが言葉を読むことよりは、

むしろ、「絵を読む」ことと「読んでもらった言葉を

聞く」ということによる。子どもにとって絵本は、

絵を目で見て読み、身近な、親しい人（家庭であれ

ば保護者、保育の現場においては保育者）に読んで

もらった言葉を聞くものなのである。 ～中略～ そ

のため、表面的な派手さやかわいらしさにとらわれ

ず、すぐれた絵や言葉の絵本を選ぶことが大切であ

る」７） 

 続いて、保育現場でどのような絵本を選んだら

よいかについて、「単に技巧だけを追い求めたものや、

見た目のかわいらしさだけの絵ではなく、美しい絵、

芸術的にすぐれた絵、作品世界を表現している絵の

絵本を選びたい」と述べている。８） 

子どもに読み聞かせをする場合、絵本の絵の造形

性は重要な要素といえる。 

 

1-5 保育養成と絵本 

三木麻子（2019）は、保育者養成における絵本研究

について報告している。三木も絵本を児童文化財と

位置づけ、勤務する保育者養成校で担当した授業科

目「児童文化」と授業科目「子ども学ゼミ」の学習

について、次のように述べている。「児童文化」では、

まず、テキストをもとに絵本の種類を学ぶ。続いて、

同期の新入生に勧めたい絵本のレポートをもとにプ

レゼンテーションを行い、全員で絵本の種類につい

て考察をする。「子ども学ゼミ」ではふたつの学習が

ある。ひとつは共同制作でオリジナル絵本を制作し、

更に、各自でオリジナル絵本を制作する学習である。
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もうひとつはテーマを決めて絵本探しをし、物語絵

本の特徴を考察する学習である。このように、でき

るだけ多くの絵本に触れることを通して、主体的に

絵本と向き合う学習を行っている。９） 

 三木の報告からは、絵本の学習に絵本制作という

造形性に関わるプロセスを取り入れることで、より

深い学習が期待されると考えられる。 

 

1-6 保育養成における絵本の意義 

以上のように、保育・幼児教育における絵本は、

子どもの心を育むことに用いられ、絵本をコミュニ

ケーションの手段や児童文化財として位置付ける研

究者等からも、絵本の造形性は大切な要素と考えら

れている。絵本の絵の造形性を分析、考察して、す

ぐれた絵本の条件を明らかにし、保育の中での活用

につなげる意義があると考える。 

 次節で、絵と言葉からできている絵本の定義を通

して、絵本の絵の造形性を確認する。また、造形的

な視点から絵本論を展開している著作を紹介する。 

 

2 絵本の定義と絵本論 

2-1 絵本の定義 

香曾我部（2012）は絵本を次のように定義する。

「絵本は、絵（視覚表現）と詞（言語表現）という、

異なる二つの要素が互いに調和結合した、本（書籍）

という形態を持つ表現メディアである」としている。

10） 続けて、アメリカの絵本研究者であるバーバラ・

ベーダー（Barbara Bader）による絵本の定義を訳

して紹介している。「絵本は、テキストであり、イラ

ストレーションであり、トータル・デザインである。

大量生産の一品目であり、一つの商品である。社会

や文化や歴史のドキュメントである。そして、まず

なによりも、子どもにとって一つの体験をもたらす

ものである。芸術形式としては、絵と言葉が互いに

補完し合っていること、向かい合った二つのページ

が同時に提示されること、そしてページをめくるこ

とによってドラマが生み出されることが、絵本の構

造を決定づけている。絵本は、それ自体、可能性は

無限である」11） 

 

 

2-2 商品としての絵本 

ベーダーの定義の最初の一文は、香曾我部の定義

と同様である。絵がなければ絵本ではない。また、

絵があっても、挿絵として用いられているのならば、

絵本とは言えない。絵のもつ視覚表現としての特性

と、言葉のもつ言語表現としての特性との相乗作用

によって、絵本が他の表現とは異なる独自の表現と

なるのである。また、絵本をトータル・デザインと

すると、絵本の本としてのデザインを考える必要が

ある。一冊の絵本には、表紙、背表紙、裏表紙があ

る。中を開くと、見返しがあり、扉絵があり、数ペ

ージにわたる本文がある。絵本の作者もある程度、

本としてのデザインに関わることもあると考えられ

るが、絵本の編集者やブックデザイナーの関与が大

きいといえる。絵本には読者を誘い込むような様々

な仕掛けや工夫がある。それは、絵本の本としての

デザインから始まっているのである。 

 トータル・デザインとしての絵本に着目すると、

絵本は作者だけでは成立しないことに気づく。そし

て、次の一文の示すことは重要な意味を持つ。本は、

現代社会の中で大量に生産されている商品である。

大量に生産されていることで比較的安価に入手でき、

誰もが同じものを手に取ることができる。家庭に、

保育施設に、図書館に同じ絵本があり、個人で所有

することもできれば、読み聞かせの場を通して親し

むこともできる。貸し借りもできる。個人でも、親

子でも、集団でも楽しむことができる。ロングセラ

ーであれば、世代を超えて同じ絵本を読むことがで

きる。海外の絵本を翻訳本で読むことができる。大

切に扱えば世代を超えて絵本を受け継ぐことができ

る。絵本は商品として流通することで共有できるの

である。一方で、商品としてのデメリットがある。

市場原理にもとづく資本主義経済社会の中では、商

品は売れなければならない。絵本の文学性や芸術性

が優れている、あるいは教育的な価値があったとし

ても、商品として売れなければ、市場からは消えて

しまう。商品として売れる絵本が優れた絵本とは限

らない。絵本は誰もが共有できるメリットと商品と

してのデメリットがあることを理解しておく必要が

ある。12） 
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2-3 ドゥーナンの絵本論 

イギリスの絵本研究者であるジェーン・ドゥーナ

ン（Jane Doonan）は絵本の造形性に着目し絵本論

を展開している。美術史を学んだドゥーナンは、絵

本をもっと深く楽しむためには、「絵を読む」経験が

必要と考えている。 

 ドゥーナンは絵本の絵の価値について次のように

述べている。一般的な意見として、絵の色彩が子ど

もの興味を引き、子どもの心に働きかけることがあ

る。また、言葉の発達や字を読む能力を伸ばすこと

に役立つこともある。しかし、本当の価値は、絵画

の表現力で作者のイメージを具現化することによっ

て作品とし、作品に対して読者である子どもが自分

なりの考えをもつことである。そして絵本となった

作品を体験すること自体に価値があり、絵本には子

どもの作品体験を伸ばす意義がある。 

子どもは絵本の読み聞かせの体験などを通して、

物語の世界や絵を見ることを楽しみ、本を好きにな

り、やがて文字の学習につながる。しかし、幼児期・

学童期を過ぎると、深く絵本を読むことはしなくな

る。その理由は、絵についての理解が不足している

ためである。絵は、現実の世界や想像の世界を表し、

画家にとっては表現手段である。絵を見ることで人

は様々な反応を示し表現につながることがある。画

家にとっては創造の機会であり、見る人にとっては

再創造の機会なのである。そして、絵には様式の歴

史があり、絵を生み出した社会の価値観の反映でも

ある。絵を深く読みとるためには絵そのものを見る

ことが大切であり、線や形や色などの造形要素は思

考や感情を表しているということを理解し、その方

法を学ぶことで、絵にこめられた深い意味を味わう

ことができるようになる。 

 絵本を芸術作品とし、絵本の絵を読むためには、

絵本を多面的に理解し、絵や言葉が何を示している

のか読み解くことが求められ、更に、ものとしての

絵本・言葉・絵の三者、あるいは絵本と読者の二者

の関係性を考えることが必要だとしている。13） 

 

2-4 絵本ワーク 

ドゥーナンは中学校教師としての経験をもとに、

絵本を学ぶ授業について述べている。12 歳から 14

歳の生徒に対し、視覚的感受性を育てるための絵本

ワークである。この絵本ワークでは、ステップ 1 か

らステップ 7 のワークを経て、ステップ 8 で自分が

選んだ絵本について自由にレポートを書くことを求

めている。 

ステップ 1 は、「わたしたちは見たものを解釈して

理解する」という考えの紹介を受け、用意された絵

本を自由に手に取り、声を出さずに眺めて楽しむ。

ステップ 2 では、「ことばと絵という二つの象徴系は

異なる」ことを理解する。ステップ 3 では、絵本そ

のものを説明する語彙を学ぶ。「表紙」「見返し」「扉」

「見開き」「大きさ」「判型」である。ステップ 4 と

ステップ 5 では、造形の語彙を学ぶ。線、色、構図、

象徴性などである。ステップ 6 では、絵をことばに

置き換える。ステップ 7 では、「絵を読む」。 

ステップ 1 と 2 は、絵本の絵に着目するための準

備段階である。絵本は絵と言葉によって成立する。

多くの人は言葉に着目し、言葉で理解しようとする。

絵に着目させるためには、絵と言葉は異なるという

ことを明確に示す必要がある。ステップ 3～5 は、専

門用語を学ぶことで、ステップ 6 で行う視覚造形表

現の言語化を図っている。ステップ 7 は「創造的な

作業」である。言葉には絵本を読み進めようとする

力があるのに対して、絵には言葉が指し示す内容に

ついて考えとどまらせようとする力がある。相反す

る力の相互作用によって絵本は成立する。絵と言葉

が合体したテキストは一人ひとりの読者の中に生ま

れ、同じものはない。読者一人ひとりによって異な

るテキストの生成をドゥーナンは「創造的な作業」

としている。以上のステップを経て、ステップ 8 で

のレポート作成に至る。14) 

 ドゥーナンは、読者に絵本の絵に着目することか

ら始め、視覚造形表現の言語化に導くために必要な

語彙を学習することで、絵本の絵を読むことができ

るとしている。読者は絵を見て、造形要素から何か

を感じ取ることはあっても、言葉で表現することが

できなければ、感じ取ったことを他者に伝えること

はできない。絵本ワークが示唆することは、言語化

に必要なプロセスを経なければ、深い読み取りは難

しいということである。 
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2-5 絵本の絵を読む授業の構想 

ベーダーの定義とドゥーナンの絵本ワークをもと

に、絵本の絵を題材とした授業を構想した。構想に

あたり、絵本の歴史と評価の海外作家の絵本の研究

を行った。次節で研究を通して明らかになった絵本

の絵の造形性について述べる。 

 

3 絵本 

3-1 授業で用いた 13 冊の絵本 

絵本の形式を説明するために 1930年代の絵本を 1

冊、学生のディスカッションのために 12 冊の絵本を

用意した。12 冊の絵本は、1940 年代、1950 年代、

1960 年代の絵本を 3 冊ずつ、1970 年代以降の絵本

を 3 冊選んだ。用意した絵本は全て翻訳された海外

作家作品とした。 

以下に、20 世紀までの絵本の歴史と、選んだ 13

冊の絵本の造形的な特徴と絵本画家について述べる。

造形的な特徴は、主題、構成・構図・レイアウト、

表現方法・配色の順に記す。 

 

3-2 絵本の歴史 

絵本の源流をたどると、17 世紀末にドイツで出版

された『世界図絵』とする説が有力である。ただし、

子どもを主たる対象とする絵本ではない。17 世紀後

半に生まれたチャップブックを経て、19 世紀末から

20 世紀初頭にかけて多数出版されたトイ・ブックス

によって、それまでの挿絵絵本から、絵と言葉の調

和した「絵本」が誕生する。この時代に生まれ、現

在も読み継がれている絵本作品に『ピーターラビッ

トのおはなし』注２）（1902）がある。作者のビアトリ

クス・ポター（イギリス、1866～1943）は、女性が

職業を持つことが困難な時代に、物語絵本を描く画

家となった。知人の子どもに向けて絵物語を描いた

ことが、絵本画家となったきっかけであった。ポタ

ーの絵本の判型は小さく、見開きの中で、左の絵と

右の言葉、左の言葉と右の絵の組み合わせが交互に

表れている。この規則性は作者の意図とは関係なく、

製本作業の都合によると考えられる。大きな判型で、

見開きをひとつの画面としてとらえ、視覚的に絵と

言葉が相互に響き合う表現としたのは、次に紹介す

る『100 まんびきのねこ』である。15） 

 

『100 まんびきのねこ』（1928） 

 画家／ワンダ・ガアグ（1893~1946) 

 アメリカの絵本史における画期的作品と評価され

ている。孤独な老夫婦が猫を飼う物語である。昔話

風の語り口の中に、日常生活やブラックユーモアを

含んだアメリカ的なホラ話である。 

見開きの横長の画面を効果的に使用し、絵と言葉

が見開きの中で有機的に調和している。全てのペー

ジでレイアウトが異なり、様々な変化を楽しむこと

ができる。 

ペンで描かれていると推測され、表紙と中表紙は

カラーだが、扉絵と本文は白黒の表現となっている。 

ガアグはアメリカのミネソタ州に生まれる。10 代

で画家であった父を亡くし、弟妹を養育し家計を支

えながら、いくつかの美術学校で学んだ後、個展を

きっかけに絵本画家となった。16）17）18） 

 

3-3 1940 年代の絵本 

アメリカの絵本の黄金期に出版され、現在も広く

読み親しまれている 3 冊を取り上げた。選んだ 3 冊

は、読者である子どもを意識した主題となっている。

リー・バートンは時間の観念を子どもにわかりやす

く視覚的に表現し、エッツは子どもの遊びと空想世

界を結びつけて表現し、ハードは子どもを眠りに誘

うために工夫して表現した。絵の造形性を活かして、

絵本でなければできない表現をしたといえる。 

 

『ちいさいおうち』（1942）  

画家／バージニア・リー・バートン（1909～1968） 

アメリカの絵本の金字塔であり、80 年以上にわた

って読み続けられているロングセラー絵本である。

田舎の一軒家を中心に、一日（朝と夜）や四季（春

夏秋冬）の変化、都市化する環境の変化を描いてい

る。時間や循環がテーマとなっている。 

絵柄とタイポグラフィーが有機的に結びつき、タ

イポグラフィーの余白にはところどころに絵が描か

れ、絵と言葉（文章）の一体化を図っている。物語

の前半では、左ページに言葉を右ページに絵を配置
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しているが、ページの進行に伴い、見開き全体が画

面となり、田舎の町が都会化していく様子が、視覚

的な効果のもとに表現されている。 

円弧にもとづく曲線が多用されており、テーマの

時間や循環と連動している。絵具のタッチやストロ

ークを活かし、細やかに描かれている。穏やかな色

調で色彩豊かな配色であり、田舎であれば自然の固

有色を、都会であれば茶色や灰色を多用し、両者を

色彩の対比で表現している。 

 リー・バートンはアメリカのマサチューセッツ州

に生まれる。初期のアメリカを代表する絵本作家で

ある。他の絵本には『せいめいのれきし』などがあ

る。19）20）21）22）23） 

 

『もりのなか』（1944） 

画家：マリー・ホール・エッツ（1893 注３）～1984） 

子どもの、遊びに対する願望を反映した空想世界

を描いている。 

視点は常に真横であり、水平方向の移動となって

いる。大きさの変化はほとんどない。基本的に横長

の 1 ページの上 3/4 に絵が描かれ、下 1/4 に言葉が

ある。後半の 2 場面ほど、見開き全体を使った画面

となっている。絵のまわりに広く余白を取りエアフ

レームとすることで、夢のような印象となっている。 

白地に凹凸のマチエールのある画面に黒のパステ

ルまたはクレヨンでていねいに描かれている。画面

全体に対して黒の占める面積は少ないが、全体を支

配しているのは黒である。画面の中では動きがあり、

楽器を演奏しながら森の中を行進（文中ではさんぽ）

するが、黒の効果によって静寂が支配しているよう

である。また、主人公を始めとして、登場する動物

たち、楽器や道具類、森の木々は白抜きで表現され、

この物語が実体のない世界らしいことを感じさせる。 

 エッツはアメリカのウィスコンシン州に生まれる。

ニューヨークの美術学校で学び、社会事業に携わっ

た後、絵本作家となる。他の絵本には『わたしとあ

そんで』などがある。24）25）26）27）28） 

 

『おやすみなさい おつきさま』（1947）  

画家／クレメンス・ハード（1909～1988） 

 斬新な絵画表現による代表的なベッドサイドブッ

クである。 

部屋全体をワイドにとらえてカラーで表現する見

開きのページと、部屋の中にある子どもにとって身

近なものをクローズアップでとらえてモノクロで表

現する 2 ページを、交互に繰り返す構成となってい

る。カラーページの言葉は上下の左右どちらかに、

モノクロページでは下にレイアウトされている。 

カラーページは繊細な黒い輪郭線と大胆な色面で

表現されている。緑を基調に、赤、黄、青を組み合

わせ、明確なコントラストによる平面的な画面構成

はモダンである。また、彩度を抑えることで、ノス

タルジックで穏やかな印象となっている。カラーペ

ージの室内は時間の経過とともに暗くなるのに対し、

窓の外の月と星は明るくなり、時間の変化を光で表

現している。 

 ハードはアメリカのニューヨークに生まれる。パ

リでフェルナン・レジェに学んだのち、アメリカに

もどりデザイナーとなる。テキスト・ライターのマ

ーガレット・ワイズ・ブラウン注４）（1910～52）と

知り合い、絵本の絵を描くことになる。本作はブラ

ウンと組んで制作した 2 作目の絵本である。29）30）31）

32） 

 

3-4 1950 年代の絵本 

原作者と絵本作家が異なる 3 冊を取り上げた。原

作はどれも匿名の物語であり、絵本画家の役割は物

語の絵画化である。物語の挿絵と異なるのは、言葉

に頼らず、絵で語ることである。ラチョフは形式に

則って表現し、ブラウンは自由奔放に表現し、ホフ

マンは見開き画面を活かした構図で表現した。物語

の世界観を損なうことなく、画家の個性も発揮され

た表現といえる。 

 

『てぶくろ』（1951）  

画家／エウゲーニ・M・ラチョフ（1906～1997） 

 ウクライナ民話の絵本である。 

最初の 3 場面と最後の 1 場面を除き、見開き場面

全体に絵を、画面下部（1/4 前後）に言葉をレイアウ

トしている。ほぼ真横の同じ視点から描かれている。

全ての画面に登場するてぶくろの向きを交互にする
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ことで、同じ内容の繰り返しから生まれる単調さを

解消している。   

次々と登場する擬人化された動物たちや非現実的

なてぶくろの家は、やわらかい黒の描線で写実的に

描かれている。動物が増えるごとに、いつの間にか、

はしご、扉、煙突、ドアベル、窓枠などが加えられ、

てぶくろはしだいに家らしくなる。彩度を抑えた、

深く豊かな色彩によって、民話の持つ雰囲気を醸し

出している。雪の積もる寒い冬の景色を描きながら

暖色を効果的に用い、水彩絵具のにじみの効果を活

かした表現となっている。 

 ラチョフはロシアのトムスクに生まれる。美術師

範学校、美術研究所で学んだ後、キエフの出版社に

勤める。国立児童図書出版所絵画部の編集長を務め

ながら数多くの絵本を生み出す。他の絵本には『マ

ーシャとくま』などがある。33）34）35） 

 

『三びきのやぎのがらがらどん』（1957） 

画家／マーシャ・ブラウン（1918～2015） 

ノルウェーの昔話の絵本である。 

最終場面を除き、見開き全体を画面としている。

絵と言葉のレイアウトに規則性はない。各場面の構

図に応じて、最も適切なスペースに言葉を入れたと

推測される。物語の進行に応じて、視点は常に、左

から右への方向性を示している。語りは昔話によく

ある「三の繰り返し」であるが、場面に応じた自由

で大胆な構図である。物語の中で「トロル」の全身

は描かれないのに対し、「がらがらどん」の全身は描

かれ、しかし、その大きさはまちまちである。クラ

イマックスの直前の場面では、顔のアップが迫力満

点に描かれている。 

写実から離れたデフォルメされた表現であり、コ

ンテパステルで勢いのある線がダイナミックに描か

れている。樹木を垂直線と水平線で表すなど、必要

最小限の背景としている。配色は、白地を背景に、

黒の描線と、トーンを揃えた茶色・黄・青の 3 色を

用いている。2 色の場面もあれば、3 色の場面もあり、

草の表現として黄色と青の混色による低彩度の緑が

加わる場面もある。色数を抑え、説明的な表現を避

けることで、「がらがらどん」と「トロル」の対決と

いう物語を強調したと考えられる。 

 マーシャ・ブラウンはアメリカのニューヨークに

生まれる。高校教員を経て、図書館勤務として勤め

ながら絵本作家を目指し、1946 年、絵本作家として

デビューする。他の絵本には『むかし、ねずみが』

などがある。36）37）38）39）40） 

 

『ねむりひめ』（1959）  

画家／フェリックス・ホフマン（1911～1975） 

グリム童話の絵本である。 

1 ページの中で絵と言葉をレイアウトしたり、見

開きの中で左右に異なる場面を描いたり、あるいは

見開き全面に描くなど、変化に富んだ構成である。

画面いっぱいに描く場面もあれば、見開きの対角線

を活用する場面もある。絵も言葉もない画面を挟ん

で長い時間の経過としている場面もある。余白の効

果を最大限に活かし、巧みに画面構成をしている。 

繊細で硬質な線描で描かれ、登場人物の個性や豊

かな表情は感じられない。伝承童話の匿名性を表す

ために、敢えて抑えた表現をしたと考えられる。物

語本筋とは関係のない猫を登場させてページターナ

ーとしたり、料理番と小僧を描き加えたりすること

で、物語の残酷さを和らげている。白地を背景に、

彩度の低い緑を主調色として、少ない色数で表現し

ている。抑制された色調の中で朱色を効果的に用い

て変化をつけている。また、ベージュ色を多くの場

面と中表紙に用いることで、古風な印象としている。 

ホフマンはスイスのアーラウに生まれる。ドイツ

の美術学校で学んだあと、スイスにもどり中学校の

美術教師となる。子どものためにつくった作品がき

っかけで絵本作家となる。グリム童話を何冊も絵本

にしており、他の絵本には『おおかみと七ひきのこ

やぎ』などがある。41）42）43） 

 

3-5 1960 年代の絵本 

デザイナーとして美術に関わった後、絵本作家と

なった画家の絵本を 3 冊選んだ。絵本をトータル・

デザインとしてとらえ、テーマ、構成、描き方、絵

本の在り方そのものに斬新なアイデアを取り入れた

ことが特徴といえる。 

 

創発　大阪健康福祉短期大学紀要　第21号　2022.369



『スイミー』（1963）  

画家／レオ・レオニ注５）（1910～1999） 

日本では国語の教科書に採用されており、知名度

の高い作品である。人にはそれぞれの個性と役割が

あることを伝えたいと作者は語っている。 

見開きの画面全体を使い、視点は真横で一定し、

描かれているモチーフの大きさも一定である。文字

のレイアウトを画面の上中下と変化させることで、

構図の単調さに変化をつけていると考えられる。 

モノプリントで表現した海中を背景に、モチーフ

の小さな魚はスタンピングで、海の生き物や海藻は

モノタイプや水彩画を組み合わせて表現している。

モダンテクニックを巧みに用いた、豊かな海の世界

の表現となっている。背景の明度は高く、各モチー

フの色数は多いも明度の高い色が多く、絵具の透明

感を活かした表現となっている。 

レオニはオランダのアムステルダムに生まれる。

ヨーロッパ各地で過ごした後、アメリカに移住しデ

ザイナーとなる。他の絵本には『あおくんときいろ

ちゃん』などがある。44）45）46）47） 

 

『かいじゅうたちのいるところ』（1963） 

画家／モーリス・センダック（1928～2012） 

 子どもの内面の葛藤を描いた画期的な絵本である。

20 世紀最高の絵本と評価されている。 

物語の進行と主人公の心情に応じて、画面の大き

さとレイアウトは変化する。前半は左ページの下部

に言葉、右ページに絵のレイアウトである。画面は

次第に大きくなり、やがて左ページにも絵が進出し、

言葉は紙面の下にレイアウトされる。ついには見開

き全体が絵となり言葉はなくなる。絵だけの見開き

が続いた後、画面は縮小し、左ページに言葉、右ペ

ージに絵のレイアウトに戻る。最後は言葉だけの画

面となる。絵のフレームそのものを表現としている

のである。画面は左から右へと進行するが、空想世

界からの帰還の場面では右から左への進行となって

いる。 

 ペン描きと推測されるハッチングと絵具の彩色で

表現されている。頭の大きいコミック調の絵に、ク

ロスハッチングによる陰影が組み合わされ、奥行き

と立体感が生まれている。主人公と「かいじゅう」

は表情豊かに描かれ、動作は心情を反映している。

物語内の現実世界である室内の背景は細かく描かれ

ている。一方、空想世界の背景は木々と月のみが描

かれ、舞台装置のような印象となっている。色数は

豊富であるが、彩度の低い色彩でまとめられている。

主人公は空想世界の中で、大いに暴れまわるが、「か

いじゅう」のいる世界は明るく楽しくないことを、

色彩によって暗示しているといえる。 

センダックはアメリカのニューヨークで生まれる。

病弱であったことや社会状況から、正式な美術教育

を受けることができなかった。商業美術の仕事を経

て、アート・スチューデンツ・リーグ注６）で学びなが

ら独学を続け、絵本作家となる。他の絵本には『ま

よなかのだいどころ』などがある。48）49）50）51）52）53） 

 

『はらぺこあおむし』（1969）  

画家／エリック・カール（1929～2021） 

 遊び心のあふれる、仕掛けのある絵本である。世

界中で愛されロングセラーとなっている。 

 基本的には見開きの画面を使い、レイアウトは一

定ではない。構図に応じたレイアウトとなっている。

中ほどの 6 枚のページは、1/5、2/5、3/5、4/5 に裁

断された 4 枚と 2 枚のページの組み合わせとなって

いる。5 枚までのページには、それぞれ、りんご、

なし、すもも、いちご、オレンジが描かれ、6 枚を

重ねたときに貫通する 1 センチ程度の穴が開いてい

る。この穴は「あおむし」が食べた跡であり、ペー

ジをめくると穴から出てきた「あおむし」が描かれ

ている仕掛けとなっている。また、5 枚目の裏と 6

枚目の表は見開きで、子どもの好きな菓子や食べ物

が、6 枚目の裏には葉が描かれている。この仕掛け

は本で遊ぶ感覚に近い。読む以上に絵本を体感する

ことを想定している。最終場面で「あおむし」は蝶

となり、読者を最後まで飽きさせない構成となって

いる。 

ティッシューという薄紙にアクリル絵具で彩色し

てつくった色紙をコラージュして表現されている。

筆跡を残したり、絵具を滴り落としたりする以外に、

こすったり、ひっかいたりすることで、独特の質感

と模様をもつ色紙を生み出している。それらの色紙

の中から選んだ部分を、ハサミで切り取り、はり重

創発　大阪健康福祉短期大学紀要　第21号　2022.3 70



ねることで表現され、クレヨンの描き加えもある。

透明感のある彩度の高い色の配色からは生命力が感

じられる。「色彩の魔術師」と言われる作者らしい表

現となっている。 

カールはアメリカのニューヨークに生まれ、幼少

期にドイツに移住する。ドイツの美術学校で学んだ

あと、アメリカに戻りデザイナーとなる。その後、

フリーランスのイラストレーターとなり、1967 年に

絵本作家としてデビューする。他の絵本には『パパ、

おつきさまとって』などがある。54）55）56）57） 

 

3-6 1970 年代以降 

文字のない絵本を 3 冊取り上げた。絵本表現の可

能性の探求である。絵本から言葉をなくすことで、

新たな表現が生まれた。マリやバンサンの表現は、

絵本という枠を越え、美術作品に近いと考えられる。

一方、ウィーズナーの表現は、多様化する視覚表現

の影響のもとに生み出された、現代的な絵本の表現

といえる。 

 

『木のうた』（1975）  

画家／イエラ・マリ（1932～2014） 

 時間を表現した映像的な絵本である。表題以外に

文字はない。1 本の大樹を見開きの右画面に描き、

同じ構図で、季節とともに変化する木と、木をめぐ

る動物や鳥の生態を表現している。 

16 の場面で構成され、最初と最後の場面は吹雪の

有無以外の変わりはないので、同じ場面と推察する。

絵本を最後まで見終わると、また、最初の場面を想

起する円環構造となっている。画面に中では、木の

上半分を断ち切り大きさを表している。画面の下 1/5

を基底線とし、季節によっては地面の中を透かして

見せている。 

輪郭線のない平面的でグラフィカルな表現はモダ

ンな印象である。木の幹は色面でフラットに、枝葉、

動物、鳥は細密に描かれることでコントラストが生

まれ、木の存在感を感じさせる。春から秋にかけて

の場面では、背景は白地で、木肌の色も、葉の色も、

下草の色も微妙に変え、色彩の変化で季節を表して

いる。春から夏にかけては緑のトーンを微妙に変え、

秋になると紅葉のオレンジ色になる。色彩の効果を

存分に発揮したドラマチックな場面となっている。

一方、冬の場面は、モノクロームを基本に、部分的

に色味を加えて表している。定点観測の手法で、自

然を科学的にとらえつつ、造形の力で感覚的に表現

している。 

マリはイタリアのミラノに生まれる。ミラノの美

術学校で学びデザイナーとなる。他の絵本作品には

『あかいふうせん』がある。58）59）60） 

 

『アンジュール』（1982） 

画家／ガブリエル・バンサン（1928～2000） 

 映像的な動きを表現した文字のない絵本である。

棄てられた犬を通して社会の不安や孤独、情感を描

いている。題名のアンジュールは原作タイトル「UN 

JOUR，UN CHIEN」（「ある 1 日」という意味）か

ら取られている。 

 55 枚の場面で構成され、1 ページにつき 1 つの画

面となっている。犬の姿を、クローズアップ、ロン

グショットなど映画の手法でとらえ、ドキュメンタ

リー映像のような印象である。文字は全くなく、背

景もほとんど描かれていない。余白の多い、極限ま

でそぎ落とされたシンプルな画面構成となっている。 

やわらかい鉛筆のデッサンだけで表現されている。

一気に描かれた線描は、制止した画面の中に動きを

感じさせる。細かな描写はなく、鉛筆の線と濃淡の

調子だけで情感が巧みに表現されている。文字によ

る物語の提示はなく、また、色彩もないが、読者の

想像力や感情に訴えかける表現となっている。 

バンサン（本名、モニック・マルタン）はベルギ

ーのブリュッセルに生まれる。ブリュッセルの美術

学校で学び素描画家となる。絵本作家としてのデビ

ューは 50 歳過ぎであった。他の絵本作品には『たま

ご』などがある。61）62）63）64） 

 

『かようびのよる』（1991） 

画家／デヴィッド・ウィーズナー（1956～ ） 

 奇想天外なアイデアを描いた絵本である。不思議

な出来事が起こった、ある火曜日の夜の物語である。 

 時刻と出来事を告げる以外の言葉はなく、絵だけ

で物語は進行する。見開きの画面を基本とし、紙面
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をコマ割りしたり、見開きの画面の中にコマを挿入

したりして、複雑な構成としている。コマを挿入し

た画面では紙面いっぱいに描かれ、それ以外は１㎝

程度の枠を用いて、複雑な構成の中で統一感を生み

出している。コマ割りの表現には作者が子どもの頃

に親しんでいたコミックの影響が、また、様々な視

点で描かれているところからは映像表現の影響があ

る。 

 確かなデッサン力にもとづいた写実的な描写によ

って、非現実的な事件にリアリティが生まれている。

家屋や室内は克明に描かれる一方、登場する人間や

生き物の表情からは、やはりコミックの影響が感じ

られる。ところどころにユーモアあふれる「遊び」

も描かれ、魅力の一端となっている。絵具で細密に

描かれ、作者の表現技術の高さを感じる。現実に忠

実な色彩だが、月明かりに照らされた夜は紫色で表

現され、カエルの緑色と対比しながら、幻想的な配

色となっている。 

ウィーズナーはアメリカのニュージャージー州に

生まれる。美術学校で学び、絵本作家となる。他の

絵本には『フリーフォール』などがある。65）66） 

 

3-7 絵本の造形性 

 絵本は判型を大きくすることで見開きをひとつの

画面とし、大きな画面の中で構図やレイアウトを工

夫して表現できるようになった。画面が連続して展

開する特性を活かす表現も生まれた。また、モダン・

アートやグラフィック・デザインなどの影響のもと、

自由で多彩な表現をする画家も現れ、表現の可能性

は広がっていった。絵本の形式の特性にもとづく多

様な造形表現が、絵本の造形的な特質といえる。 

 

4 絵本の絵を用いた授業 

4-1 授業の概要 

「保育基礎ゼミⅠ」 

期間：2021 年 6 月～7 月（第 9 回～11 回） 

受講生：1 年生（2021 年度入学生）、37 人 

 

4-2 「保育基礎ゼミⅠ」の概要 

「保育基礎ゼミⅠ」は 1 セメスターに開講する本

学科の独自科目である。2 セメスターの「保育基礎

ゼミⅡ」、3 セメスターの「保育研究ゼミⅠ」、4 セメ

スターの「保育研究ゼミⅡ」につながり、学修の成

果は 4 セメスターに「保育・教育研究発表会」で発

表する。 

 授業の目的は・ねらいは次の通りである。 

「前半は、入学前学習で取り組んだ課題を元に、レ

ポートの書き方を身に付けるとともにレポート作成

のために文献の内容を記録したノートの作成につい

て学ぶ。後半はグループ学習を通して、身の回りに

ある保育・教育・子育て支援などに関する様々な考

え方や捉え方を見つける」 

 授業終了時の達成課題（到達目標）は次の通りで

ある。 

1．課題に応じた情報や文献を検索することができる。 

2．情報や文献を読解し、内容の要約やレポートを作

成することができる。 

3．保育・幼児教育学科で学ぶ内容に興味関心をもち、

学びを見通すことができる。 

絵本の絵を題材とした授業は、1 回の授業時間は

40 分であった。合計 6 回、同じ内容の授業を行った。

5～7 人の学生に対して行い、授業の構成は全て同じ

とした。 

 

4-3 授業の流れ 

導入【5 分】  

①授業者（筆者）は、ベーダーの絵本の定義を示し

た。 

②授業者は、ドゥーナンの絵本論にもとづき、絵本

に絵を読むことを意識づけた。 

 

展開Ⅰ・年代当てワーク【10 分】 

①授業者は 4 冊の絵本を提示し、絵を見て原著の出

版された年代を推理することを求めた。 

②学生は、個人で 4 冊の絵本の年代を推理し、ワー

クシートに記入した。 

③学生はグループでディスカッションし、あらため

て推理し、ワークシートに記入した。 

④授業者は正答を示し、年代ごとの特徴を伝えた。

学生はワークシートに正答を記入した。 
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展開Ⅱ・ディスカッション【20 分】 

①授業者は、1930 年代の絵本『100 まんびきのねこ』

を例に挙げ、絵と言葉の調和を視覚的に示した。 

②授業者は、絵本の絵を読むためのポイントを述べ

た。 

③学生はグループで話し合い、4 冊の絵本を中から

ディスカッションの対象となる絵本を 1 冊選んだ。 

④学生は選んだ絵本の絵に着目して読み、気づいた

ことをワークシート記述した。 

⑤学生は、一人ひとつずつ、気づいたことを発表し

た。授業者は、適宜、質問をしたり補足したりし

た。発表内容は全員で共有した。 

⑥全員の発表が終わると、授業者は選んだ絵本につ

いて造形的な視点からの解説をした。 

 

まとめ 【5 分】 

学生は、ワークシートに学習をした感想を記した。 

 

4-4 展開Ⅰ・年代当てワーク 

展開Ⅰは、絵本の絵に着目することを目的とした。 

用意した 12 冊の絵本の中で、学生が読んだことのあ

るのは、『三びきのやぎのがらがらどん』、『てぶくろ』、

『かいじゅうたちのいるところ』、『はらぺこあおむ

し』、『スイミー』であった。一方、1940 年代と 1970

年代以降の絵本を読んだことのある学生はいなかっ

た。海外作家の絵本には親しみがないことが判明し

た。また、読んだことのある絵本でも作家名や原著

出版年は知らないようであった。ほとんど学生が知

っていたのは『はらぺこあおむし』で作者のエリッ

ク・カールも分かっていた。また、『スイミー』は国

語の教科書に採用されていることもあり知名度が高

かったが、作者のレオニは記憶にないようだった。  

 年代当てワークの結果、個人での正答率は 12.5％

（4 人）であった。（N＝32） 

また、グループでの正答率は 16.7％（1 グループ）

であった。（N＝6） 

4 冊の年代を正しく推理することはほとんどでき

なかった。その理由として、次のことが考えられる。

まず、学生は提示した海外作家の絵本についての知

識はほとんどなかった。次に、白黒の絵は古く、カ

ラーの絵は新しいと考えていた。明るい色調で、カ

ラフルな絵柄はより新しいと考えた学生が多かった。

1940 年代の『ちいさいおうち』や 1960 年代の『は

らぺこあおむし』を最も新しいとした答えが多かっ

た。ほとんどの学生が正答したのは『木のうた』で

あった。カラフルでフラットな絵柄を CG による表

現と誤解したようであった。 

以下に、学習後に提出したワークシートの記述か

ら、年代当てワークの感想を紹介する。用語と文体

は統一し、明らかな誤字は訂正した。また、文意が

通じるように（ ）で補っている。 

 

学生 03：絵を見ただけでは、どの絵本が一番古いか

わからなかった。自分が一番新しいと思っていた

絵本（『ちいさいおうち』）が古くて驚いた。 

学生 04：絵本を古い順番に並べたとき、一番カラフ

ルな『おやすみなさい おつきさま』が一番古い

のはとても意外だった。 

学生 35：絵だけを見ていたら、何となく白黒の絵（『ア

ンジュール』）が古いと思っていたが、全くそうで

はなかった。絵だけを見て年代を判断することは

難しいと感じた。 

 

4-5 展開Ⅱ・絵本のディスカッション 

各グループの選んだ絵本と、絵本の絵に着目して

学生が気づき発表したことを記す（発表順）。用語と

文体は統一し、明らかな誤字は訂正した。また、文

意が通じるように（ ）で補っている。 

 

第 1 グループ 

6 人の学生は、『ちいさいおうち』、『てぶくろ』、『ス

イミー』、『木のうた』の中から『ちいさいおうち』

を選んだ。以下のような気づきがあった。 

・絵に奥行き（遠近感）がある。 

・時間の経過を表している。 

・描写が細かい。 

・画面全体に色をつけていない（余白を活かしてい

る）。 

・やわらかい色づかいをしていて、色彩が豊かであ

る。 
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・常にひとつの視点から描いている。 

 

第 2 グループ 

6 人の学生は、『もりのなか』、『三びきのやぎのが

らがらどん』、『かいじゅうたちのいるところ』、『ア

ンジュール』の中から『かいじゅうたちのいるとこ

ろ』を選んだ。以下のような気づきがあった。 

・場面ごとに木の大きさや葉の色などは違うが、「か

いじゅう」の目の色は同じである。 

・ページが進むにつれて絵のスペースが大きくなり、

終わりに近づくにつれて小さくなる。 

・画面いっぱいに絵が描かれている場面では文字が

ない。 

・「かいじゅう」は（人間のように）二足歩行してい

る。 

・色数は多いがあざやかではない。 

＊1 名、発表なし。 

 

第 3 グループ 

6 人の学生は、『おやすみなさい おつきさま』、『ね

むりひめ』、『はらぺこあおむし』、『かようびのよる』

の中から『はらぺこあおむし』を選んだ。以下のよ

うな気づきがあった。 

・はっきりとした（彩度の高い）カラフルな色が用

いられている。 

・太陽とあおむしで大小の対比を表現している場面

がある。 

・背景が無地の白色である。 

・穴が開いていて仕掛けが施されているページがあ

る。 

・絵の中に、丸、三角、四角といった形がある。 

・月明かりに照らされて、左が明るく右が暗い場面

がある。 

 

第 4 グループ 

6 人の学生は、『ちいさいおうち』、『三びきのやぎ

のがらがらどん』、『スイミー』、『木のうた』の中か

ら『スイミー』を選んだ。以下のような気づきがあ

った。 

・シンプルな画面である。 

・小さな魚が集まって大きな魚のようになる場面が

ある。 

・細かい部分は描かれず、大雑把な表現である。 

・（主人公の）スイミーの気持ちを色で表現した場面

がある。 

・どの場面にもスイミーがいる。 

・スイミーの大きさはどの場面でも同じである。 

 

第 5 グループ 

5 人の学生は、『おやすみなさい おつきさま』『ね

むりひめ』『スイミー』『アンジュール』の中から『ス

イミー』を選んだ。以下のような気づきがあった。 

・絵が強調されている。文字（テキスト）が見えに

くい。 

・（主人公の）スイミーは小さくて地味だが、他の生

き物は大きく描かれている。 

・ほとんどの場面で、画面の中心に（生き物が）大

きく描かれている。 

・背景を塗りつぶしていない。白地がある。 

・淡い色だが色数は多い。 

 

第 6 グループ 

6 人の学生は、『もりのなか』、『てぶくろ』、『かい

じゅうたちのいるところ』、『かようびのよる』の中

から『かようびのよる』を選んだ。以下のような気

づきがあった。 

・カエルが立体的に（リアルに、写実的に）描かれ

ている。 

・時間の変化を背景の色で表現している。 

・様々な視点で描かれている。カエルの視点もある。 

・絵は現実的（写実的）だが、内容は非現実的であ

る。 

・室内のカーテンなどに様々な柄がある。 

・どの画面にも白い枠がある。見開き画面も、画面

の中の画面も白枠がある。 

 

4-6 ディスカッションの感想 

学習後に提出したワークシートの記述から、ディ

スカッションを通して感じたこと考えたことを紹介

する。用語と文体は統一し、明らかな誤字は訂正し

た。また、文意が通じるように（ ）で補っている。 
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第 1 グループ 

学生 17：絵本の絵の部分に主に着目してみるという

のは、私にとってとても新鮮な活動だった。 ～中

略～ また、自分一人で考えたときと、話し合いを

して意見や考えを変換原文ママしたあとでは、また違

った見え方になるというのも面白かった。 

学生 18：絵本を初めて文字を読まずに絵だけを見て

考えたけれど、話が分からないのに意見交換をす

ることで色々な考えが出てきて凄いと思った。今

まで、絵本の絵を深くは見てこなかったため、こ

れから絵本を見るときには、絵まできちんと見よ

うと思った。 

 

第 2 グループ 

学生 09：普段、（絵）本を読んでいて、ストーリー

を想像しながら読むけど、絵に注目したり、文字

や（画面の）サイズを意識したりすることはあま

りないので、注目してみると、作者の意図や、全

て考えられたうえでの、配置ですごいと思った。

絵のサイズだけでも、物語のクライマックスとい

うのがわかってすごいと思った。 

学生 20：絵本について考えることは初めてで、自分

が絵本を見て気づいたことと全然違う意見の人も

いて、そういうとらえ方もあるのかと思い、とて

もおもしろかった。 ～中略～ ディスカッション

することで、より多くの知識や考え方を身につけ

られると考えた。 

 

第 3 グループ 

学生 07：私たちは、あたりまえのようにページをめ

くっていたが、画家がめくりたいと思わせるよう

な技法を使っているからこそ、ページの先へ先へ

と行きたくなると思うと、（絵）本は興味深いもの

だと感じ、新たな気づきを得ることができてうれ

しかった。 

学生 29：絵に注目して見てみると、知っている（絵）

本でも新しい発見があると感じた。自分の発見だ

けでなく、グループで共有することで、色々な気

づきが知れた原文ママので、よい機会になった。色の

使い方などを考えながら、絵本を見るのもおもし

ろいと思った。 

第 4 グループ 

学生 02：絵を見て考えたことをまとめてグループで

発表し合ったことで、今まで気づかなかった画家

の意図や仕掛けについて感じ取ることができたの

でよかった。他にも、どんな仕掛けがあるか知り

たい。 

学生 12：絵本一冊から自分の気づきをまとめてみて、

一冊からこんなに気づくことがあり、自分ひとり

では気づかなかったことも、グループで意見を交

換すると沢山の気づきや発見があり、楽しくディ

スカッションをすることができた。 

 

第 5 グループ 

学生 16：グループの人の気づきを聞いたときに、文

字が絵のじゃまにならない位置にある、背景を色

で埋め尽くしていないなど、自分が気付かなかっ

たことを話していて、気づくことができたし、沢

山の（絵）本を読んでいきたいと思った。 

 

第 6 グループ 

学生 19：絵本をざっと見ると、内容の理解などで簡

単に終わってしまうが、複数の視点から、表紙・

絵・文字に注目してみると、新たな発見、新たな

その絵本の楽しみ方を見つけることができると感

じた。 

学生 38：絵本をそんなに時間をかけて見ることが無

かったから新鮮だった。作られた年代によって色

や視点などの表現方法、文章の構成など違うこと

を知った。他の人の気づきを聞いて、自分では見

つけられなかった発見があったのが、間違い探し

みたいでおもしろかった。 

 

4-7 授業の総括 

展開Ⅰの年代当てワークで、絵を見るだけで絵本

の出版された年代を当てることは難しかった。正答

率の低さや、学生の感想からも明らかである。しか

し、この学習のねらいは、絵本の絵に着目すること

である。年代を当てることができないことが、逆に、

絵本の絵に対する認識を新たにしたと考える。また、

絵本の知識が不足していることも明らかとなった。 
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 展開Ⅱでは、ほとんどのグループで活発なディス

カッションとなった。絵本の絵について考えること

は初めての経験であったが、1 名を除いて全員が発

表し、的外れな発表はなかった。展開Ⅰで絵に着目

する姿勢ができたこと、対象となる絵本を自分たち

選んだこと、絵に着目するポイントを踏まえていた

ことが主な理由と考える。また、筆者の担当する「造

形Ⅰ」の学習で、ディスカッションを経て発表する

経験を積んでいたことも有効であったと考える。絵

本の絵に着目することで、絵の造形性や画家の表現

意図について、新たな発見があった。学生の感想か

らも、ディスカッションが有益な学びであったと考

える。 

 

5 まとめ 

5-1 総括 

保育者養成校において絵本の絵を用いた授業を構

想し、絵本の研究を行ったうえで実践をした。 

絵本の研究を通して絵本の歴史を学び、絵本作品の

造形性を分析することで、絵本には芸術作品に匹敵

する素晴らしさがあり、可能性があることがわかっ

た。ベーダーの定義にある「絵本は、それ自体、可

能性は無限である」という一文の意味は、絵本と真

剣に向き合わなければ理解できなかった。また、ド

ゥーナンの絵本論からも様々な示唆を受けた。 

 授業実践では、学生は意欲的に取り組んでいた。

わずか 40 分の学習であったため、十分な理解や深い

考察にまでは至らなかったかもしれないが、研究テ

ーマの一つとして取り組む学生が現れることを期待

したい。 

 

5-2 課題、今後の方針 

授業の中で明らかになったのは、学生の絵本に対

する知識が不足していることである。保育者養成校

の役割として、言葉以外の領域からも絵本を題材に

した授業をする必要性を感じた。絵本を多面的に理

解することで、保育現場での活用につながると考え

る。今回は、美術鑑賞に近い学習を展開したが、保

育者養成校で絵本の絵を用いた授業をするとなると、

絵本制作が考えられる。他学の事例を参考に、本学

科でも絵本制作の学習に取り組んでみたいと考える。 

 

5-3 謝辞等 

今回、研究のきっかけとなった、絵本の絵で卒業

研究に取り組んだ 2 期生の 2 名の卒業生に、この場

を借りて謝意を述べる。 
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Teaching Practice Using Picture Books at a Training School for 
Nursery School Teachers 

— Based on the Art Expressions of Picture Books 

Kato Tomohiko＊ 

 

Abstract 

In childcare and early childhood education, picture books are deeply related to words and there are many 

activities involving reading and listening. On the other hand, there has been little research on pictures. 

Based on the study of the formative aspect of picture books, I gave classes to students at the training school 

for nursery school teachers.  

 

Pictures in picture books have various formative qualities that make the most of the format of the book. By 

using a double-page spread as a single screen, expressions that make sure of the composition and layout of 

the large screen, and expressions that make use of the continuity of the screen are also born. It can be said 

that various art expressions different from paintings serve as formative characteristic of picture books. In 

addition, through the class on the subject of picture books, the following results became clear:  

1. Students had little knowledge of picture books.  

2. By incorporating discussions, students were able to become aware of the various art expressions of 

picture books and deepen their interest.  

3. In the future, it is expected that the formative aspect of picture books will be tackled as a research topic.  

 

Keywords: picture book, art expressions, class practice 
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